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卜
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一
議
ぶ
構
■
に
こ
つ
筆
驚
驚
鮮
灘
ｔ
ｒ
継
渋
な
餃
す
る‐一
「
幾
ぼ
ｔ
ｔ
ｉ
↑
陸
奥
鸞
一
，
貰
菫
，
構
一
〓
れ
革
鋸

一ず
ボ
響
欄
鸞
■
鷲
め
ら
れ
た
ｏ
繊
濃
盤
鷹
，
■
鷺
朧
■
敬
摩
・■
，
・‐と‐す
な
ど
驚
上
な
難
れ
な
一
な一
●
駐
性
露
難

一●
一
路
一
＝
締
に
一
の
地
を
乞
ｈ
機
舞
を
蹴
ぶ
一
た
」
か
，
れ
な
卜
る
■
　
　
　
　
　
　
．
．一
．
一　
・
・
一
一

・
構
鶯
な
錐
擁
時
代
に
出
来
た
総
な
物
で
業
鴛
史
上
開
驚
に
機
懺
‐さ
れ
■
■
撼
が
．
そ
の
物
孵
輩
瞥
時
の
備
伸
お

一ら
高
講
ｔ
ｈ
一る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
・・
・
・
・

〓
鷺
礁
棟
警
に
■
る
と
鷲
幸
の
建
立
が
東
大
寺
大
佛
駿
０
蓋
瞥
に
鸞
麟
一
一
量
灘
鮮
よ
耀
く
繊
ば
れ
て
い
る
こ

と
が
鷲
い
―■‐
・獅
ら
海
る
０
大
悌
殿
は
未
驚
奪
の
大
鶴
職
物
と
し
て
灘
一
さ
れ‐悛
＝
一
一
一
驚
徽
琳
財
鷺
滅
鳶
の
撃

賛
難
「．．．響
議
難
″
爾
の
面
か
ら
・伐
出
し
て
灘
上
に
浮
ぺ
、
瀬
員
川
か
ら
筏
で
続
け
て
本
苺
ヽ
憲
一
一
ｔ
「
鸞
に
章

摯也
鱚
軋
］鐵
辟
螂赳
錮
掛
摯捕
鮎
鞭

礫
』凩
輔
岬軸
闊
鼈
燎
錮
軒

封設
」芍
碑罐
脚押嘲一‰械
一鯰
鯰
中』
が
鮮
朧
一

一
な

』

輔

赫

申
麒

聾

『
捕

鯨

鑢

¨
軸

発

鱗

難

摯

■
率
鮮
如
伴
な
る
も
の
で
あ
つ
た

，
が
■
糠
■
・一
る
。　
一
方
鷹
奥
の
酪
備
に
も
意
な
用

‐い
、
鱗
儘
鸞
壌
つ
鷲
像
を

以
〓
酢
に
響
雛
さ
れ
た
。
大
般
藩
経
一
一
苺
一
野
争
六
年
二
月

一
高
三
十
籐
機
の
紙
を
驚
け
‘
苺
鵞
率
簿
争
し
、

十
二
肛
に
は
雛
綴
二
部
千
二
鷲
輩
む
欄
嶽
二
澪
眠
千
鰈
強
布
六
百
餘
端
を
麟
用
と
し
て
ヽ
撼
■
■
が
一宙
文
響
に
見

な
て‐
”
ぶ
ｏ
か
く
て
石
油
燎
奮
東
大
難
一露
驚
場
寺
院
と
し
て
政
治
と
繊
合
「
難
饉
，
ユ
撤
人
に
鶴
奥
０
業
を
整
ぇ

る
に
菫
つ
た
な
の
と
臓
ゎ
れ
一な
「　
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●
苺
肝
ヤ
離
鷲
鑽
鮮
な
飢
野
の
爆
麟
禅
く
．
鷲
武
慨
轟
は
延
麟
二
十
三
年
一^一
０
■
■
一鷺
囃
雛
ｔ
鶴
畿
す
‐る
・鷲

一軒
館絆征
ぼｒ
ら籍
．
鮮な
簸■
の性鉗
とされ
た。
難
瞑撃
曲
の般離
缶
鮮麒
，
一
一，■一
■
，一
苺
＝＝

・貯
″
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蘇
て一″一懲
願
〓
礁
機
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■
つた才
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「紫式部」 (石山寺 ニューガイ ドシリーズ第 3、 近江文化研究会編、推古書院、
1950、 国立国会図書館 )



硫
第
ス
一導
撤
く
に
電
う
樅
ｏ
で
．
陽
成
薄
轟
元
麗
年
鶴
よ
り
水
露
な
橿
淮
」
群
卜
一
を
・″
雛
肝
れ
以
■
犠
館
ｏ
一妊

・鱗
■
碓
疇
苺
れ
る
Ｌ
一
よ
な
，
な
一
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
・・　
・
　

・

・　
創
‡
瞥
撻
鷲
太
奪
の
■
●
難
驚
察
で
あ
つ
た
僣
山
寺
は
．
弘
法
大
師
が
鸞
言
礫
を
簸
た
し
て
そ
む
憐
力
が
涼
織

附
鸞
‘
振
わ
爆
為
よ
う
鷲
灘
薔
と
、
鰺
麟
嗜
の
開
肝
で
有
名
な
鸞
鸞
に
■
や
て
僕
懺
射
ｔ
歯
掛
■
れ
た
。
戦
難
凛

環
大
寺
で
も
報
驚
院
の
麟
褒
ど
・な
つ
力
人
で
東
大
寺
と
鰤
係
深
ぐ
、
工
一
方
腱
鱗
キ
な
鮎
灘
す
る
と
質
に
山
な
一

っ
越
え
て
箇
寺
に
磯
機
ｔ
ｔ
，
僣
騰
に
も
勧
力
を
嚢
揮
し
た
ｏ
．撚
し
鷲
年
を
命
黎
難
な
敬
凝
雛
歓
遮
場
と
し
て
の

議
鍵
を
作
つ
た
朧
麟
壼
力
一
難
獅
予
ケ
場
麟
で
あ
つ
た
ｏ
彼
壼
鷲
鷹
道
翼
″
孫
で
鷺
機
ケ
類
離
↑
・
内
作
謝
ど
レ
一

メ
箇
軽
に
も
儀
鷺
厚
ぐ
，
宇
多
機
菫
ａ
延
審
十
七
年

（九
一
七
年
）
九
月
二
十
哺
ｔ
難
長
六
苺
に
懺
警
に
御
摯
に
な

つ
て
い
る
ｏ
薔
薦
寺
が
購
鱗
奪
と
樹
機
に
藤
韮
を
お
く
こ
と
に
な
つ
検
の
は
、
こ
の
輝
灘
町
機
の
時
か
ら
で
あ
，

た
。
（な
山
寺
藤
筆
饉
舞
一
‘
家
策
を
策
一代
に
し
一
い
る
。）

俗
藤
を
離
れ
て
寄
驚
鸞
晨
、
創
立
以
来
槻
樹
警
グ
饉
験
に
驚
む
行
山
寺
驚
維
盤
な
る
撥
麟
の
風
量
よ
稽
資
つ
て
、

枚
離
に
い
と
ま
な
き
朝
蒸
避
Ｉ
富
綺
の
欝
依
参
議
参
範
を
見
、
諸
歌
に
、
小
構
に
、
■
難
に
，
．絡
響
支
に
季
賞
丈

曇
に
は
数
々
の
灘
材
を
機
薇
け
て
い
る
。

一　
離
朦
時
代
女
瀦
難

一
几
番
贅
る
紫
ホ
部
が
・
棚
昨
ほ
額
の
爛
想
に
瞥
寺
諄』
奪
闘
闇
夢
籠
し
て
本
鱗
‘
慟

，
″
群

一紙
で
激
氏
物
語
な
綴
つ
た
な
者
な
雛
も
議
蓬
た
の
を
・な
れ
て
轟
り
．
落
罐
物
鸞

・
藁
科
〓
総
一
４
‡
搬
離
一
粧
豊

子

・
漿
聾
物
語

一
雛
織
麟
樹
等
ス
に
或
．鷲
サ
憫
を
た
た
ぇ
、
観
は
参
鶴
に
、
紀
行
に
、
数
ス
の
記
事
な
の
せ
て
ぃ

る
。平

警
初
期
の
僧
仰
の
進
場
が
中
期
以
驚
風
鱗
■
事
機
的
撚
議
の
た
だ
ょ
え
る
参
繭
へ
と
移
響
し
て
い
る
麟
に
、

時
代
』
散
の
鰤
を
他
の
寺
隣
ょ
り
雑
４
警
じ
く
鶴
擬
・輩
じ
め
．る
一
是
等
の
内
雑
自
河
爽
轟
漱
鸞
二
年
念

〇
七
八
年
】

霊
月
二
日
石
山
華
は
麟
亡
し
て
い
る
。
然
●
．
警
嫌
も
，琴
諄
盤
響
は
一無
事
に
移
す
こ
と
を
得
た
と
総
趣
は
側
え
て

い
る
。
簸
年
そ
の
一部
を
再
礁
し
た
が
一
・驚
雛
み
整
備
構
晨
は
次
″
機
構
時
代
に
な
ヽ
れ
た
の
で
ぁ
る
。

申
機
の
場
山
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
・

イ
、
鐘糠
醸
磯
一
錐
奮
時
代
は
政
治
上
に
一於
で
公
鵞
菫
な
か
狂
武
毅
政
治
へ
命
大
難
作
柵
灘
し
た
が
「
贅
傷
に
襲

は蝙
獅
輔
顆
か木
輔
鮮
た感
難
で像
機
え
の予
う

性な
つ
撫
ｆ
か
か
■
鷲
率
を
得
Ｉ
驚
■
ｔ
薦
篤
蘭
轡
瀬
に

■
敏
Ｌ
■
石
曲
寺
０
議
場
は
廣
く
一
般
め
藤
懺
な
経
雄
せ
ｔ
む
る
‘
霊
っ
て
い
る
。

一〓
書
寺
畿
鮭
苺
■
機
畿
に
よ
る
と
、
難
ス
鷲
苺
ス
一
一一江
會
↓
・軒
鱗
紙
館
が
難
命
に
よ
っ
ｔ
ｉ
織
爾
案
，
颯
織

節
群
」
鶯
り
難
が
一ド
な
の
加
議
に
よ
つ
一
一
離
Ｆ
議
●
た
の
一
一
鷲
難
難
‘
糠
宙
離
橿
甕
‘
驚
沙
輩
一
●
鷺
携
鵞

・書
鸞
ｔ
ｉ
鸞
■
一
灘
ｔ
た
と
い
う
。
こ
一
に
計
ち
責
儘
一
奔
難
ｏ
■
‘
畿
驚
″
構
予
難
源
が
入
■
■
磯
潮
０
一総
憾


